
　ご縁がありまして七二会支所に赴任し３ヶ月が経ちました。
　各種団体の会議等に出席させていただいておりますが、精力的に地域活動に取り
組んでおられる様子を拝見し、活性化に対する意気込みを強く感じているところです。
　住民自治協議会と市は、「住民福祉の増進」という共通の目的に向かって協働し
ていく関係にあります。人口減少や高齢化の進展などにより、地域の抱える課題は
多様化する中、住民と市が協働し、課題解決に向け取り組むことが重要となります。
　なお、昨年、七二会支所庁舎の建替えが決まり、整備に向けた作業が始まってお
ります。住民の皆さんが将来にわたって、誇りと愛着の持てる施設となるよう令和
３年の竣工を目指し、整備を進めてまいります。

　今後も支所職員一同、皆様の期待に応えられるよう努めてまいりますので、ご指導、ご鞭撻の
程をよろしくお願いいたします。

七二会支所長
松本　直樹

会　長
宮澤　保弘
（瀬脇区長）

　令和元年度の七二会地区住民自治協議会の会長を仰せつかりました宮澤保弘で
す。元号が平成から令和に変わり新しい時代の始まりであり何かと期待がふくらみ
ます。しかしながら少子高齢化が進み地域活動を担う若者が少ない、空き家の増加、
人口減少に歯止めがかからない等七二会地区が抱える課題に変わりはありません。
　その様な中災害発生時等防災の拠点となる七二会支所庁舎の早期新築を実現し地
区住民の安心・安全な生活を確保し、生きがいと愛着を持って住み続けられる七二
会を目指し前進したいと思います。
　皆様方のより一層のご指導、ご鞭撻の程を、よろしくお願い申し上げます。
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副 会 長
総務・安全・防災部会長
笹平区長　山本　浩一

副 会 長
健康福祉推進員会
会長　北澤　初美

副 会 長
地域公民館連絡委員会
委員長　神田　政道

会　　計
岩草区長

林　　忠芳

監　　事
老人クラブ連合会
会長　早川　　幸

監　　事
七二会農家民泊の会
会長　吉原　　正

健康・福祉部会長
地域福祉推進委員会
委員長　青木美智子

地域振興・環境部会長
地域活性化委員会
会長　石坂　和夫

教育・文化部会長
スポーツ推進委員会
会長　宮澤　俊弘

坪根区長
石坂　修一

倉並区長
青木　和栄

五十平区長
早川　敏衛

古間区長
和田　幸春

平出区長
吉澤　敏明

上橋詰区長
石坂　政善

大安寺区長
溝口　健一

令和元年度
役員の皆さんです

よろしく
お願いします



令和元年度　各部会の主な事業

令和元年度　収入支出予算概要
収入予算額　12,542,000円

支出予算額　12,542,000円

差 引 残 高　　　　　　  0円

収入の部 （単位：円）

項　　　　　目 予 算 額

会　　　　　費（620世帯） 1,178,000

地 区 負 担 金 500,000

地域いきいき運営交付金 5,656,000

補 助 金 3,284,000

配 分 金 226,767

雑 収 入 355,737

繰 入 金 0

繰 越 金 1,341,496

支出の部 （単位：円）
項　　　　　目 予 算 額

総 務 費 4,082,000
区 長 会 費 565,000
防 犯 協 会 費 64,000
交 通 安 全 推 進 費 80,000
地 域 福 祉 推 進 委 員 会 費 4,097,000
健 康 福 祉 推 進 員 会 費 240,000
トレッキング実行委員会費 220,000
活 性 化 委 員 会 費 150,000
有 害 鳥 獣 対 策 委 員 会 費 200,000
人 権 教 育 促 進 委 員 会 費 218,000
地域公民館連絡委員会費 562,000
青少年健全育成委員会費 437,000
郷土歴史資料館運営委員会費 175,000
配 分・ 委 託 料・ 補 助 金 744,000
繰 出 金 467,000
予 備 費 241,000

平成30年度　収入支出決算概要
収入決算額　12,479,079円

支出決算額　11,137,583円

差 引 残 高　  1,341,496円

収入の部 （単位：円）

項　　　　　目 決 算 額

会　　　　　費（609世帯） 1,157,100

地 区 負 担 金 500,000

地域いきいき運営交付金 5,672,000

補 助 金 3,268,321

配 分 金 218,139

雑 収 入 435,638

繰 入 金 0

繰 越 金 1,227,881

支出の部 （単位：円）
項　　　　　目 決 算 額

総 務 費 3,904,256
区 長 会 費 337,672
防 犯 協 会 費 35,760
交 通 安 全 推 進 費 55,000
地 域 福 祉 推 進 委 員 会 費 3,662,187
健 康 福 祉 推 進 員 会 費 212,731
活 性 化 委 員 会 費 433,774
有 害 鳥 獣 対 策 委 員 会 費 200,000
人 権 教 育 促 進 委 員 会 費 158,421
地域公民館連絡委員会費 556,341
青少年健全育成委員会費 375,758
郷土歴史資料館運営委員会費 110,203
配 分・ 委 託 料・ 補 助 金 735,480
繰 出 金 360,000
予 備 費 0

①県・市土木関係事業
要望活動の実施
②自主防災活動取組の
推進
③地域交通システム
（新じんば号）運行
の実施
④七二会支所庁舎早期
建設への取組
⑤公害及び環境美化の
推進

総務・安全・
防災部会

①ふれあい市（夏・
冬）の開催
②陣場平山トレッキン
グ大会実施への協力
③視察研修会の開催
④プロジェクトチーム
各テーマ分科会活動
の実施
⑤農家民泊事業・花
いっぱいの会活動へ
の支援

地域振興・
環境部会①七二会地区支え合い活

動計画の推進
②七二会たすけあい事業
の推進
③かがやき健康サロン（生
き生き通いの場事業）・
わくわく健康塾の開催
④お茶のみサロンの開催
⑤福祉移送（あいちゃん
号）の運行
⑥高齢・障害の方、児童
の見守り活動の実施

健康・福祉部会

①人権教育の促進
②ソフトバレー・お盆野
球・市民運動会や文化
芸能祭などの実施
③青少年健全育成活動取
組の推進
④郷土歴史資料館の常設
⑤風穴等歴史的遺産保存
修復及び広報活動の
実施

教育・文化部会



平成30年度　特別会計収入支出決算概要

（単位：円）

支
出
の
部

項　　目 決 算 額 摘　　　　　要

事 業 費 650,000 支障木伐採、ニワウルシ駆
除、除雪

雇用経費 1,150,000 地域活性化推進員雇用経費
合 計 1,800,000

収入決算額　1,800,140
支出決算額　1,800,000
 差 引 残 額　　　　 140 （翌年度へ繰越）

やまざと支援交付金事業

（単位：円）

支
出
の
部

項　　目 決 算 額 摘　　　　　要
協力会員
費用弁償 57,500 １時間1,000円　翌月清算

保 険 料 1,075 福祉サービス総合補償
事 務 費 324 事務用品費・通信費等
雑 費 2,860 草刈り用殺虫剤
合 計 61,759

収入決算額　99,773
支出決算額　61,759
 差 引 残 額　38,014 （翌年度へ繰越）

七二会たすけあい事業

収入決算額　645,000
支出決算額　588,238
 差 引 残 額　 56,762 （翌年度へ繰越）

収入決算額　700,179
支出決算額　700,000
 差 引 残 額　　　179 

収入決算額　100
支出決算額　100
 差 引 残 額　　 0 

（単位：円）

支
　
出
　
の
　
部

項　　目 決 算 額 摘　　　　　要
保 険 料 5,776 イベント保険
通 信 費 40,920 通知はがき等
事 務 費 9,396 コピー用紙等
需 用 費 108,606 事業実施消耗品等
使用料及び賃借料 432
講師等謝金 19,520 18名分
食 糧 費 403,588 参加者食糧費(補助対象外）
備 品 費 0
予 備 費 0
合 計 588,238

（単位：円）

支
出
の
部

項　　目 決 算 額 摘　　　　　要
風穴整備事業費 696,600
消耗品費等 3,400 広報チラシ等
予 備 費 0
合 計 700,000

（単位：円）
支
出
の
部

項　　目 決 算 額 摘　　　　　要
事 業 費 100 一般会計へ繰り入れ
合 計 100

七二会かがやき健康サロン事業

七二会まちづくり活動事業（大平風穴）

七二会地区自主防災組織連絡協議会

（単位：円）

収
入
の
部

項　　目 決 算 額 摘　　　　　要
補 助 金 1,800,000 長野市より
雑 収 入 8 貯金利息等
繰 越 金 132 前年度より繰越金
合 計 1,800,140

（単位：円）

収
入
の
部

項　　目 決 算 額 摘　　　　　要
繰 入 金 10,000 住自協より
登 録 料 1,500 1人300円　５名
利用料金 57,500 1時間1,000円　当月清算
雑 収 入 0 貯金利息等
繰 越 金 30,773 前年度より繰越金
合 計 99,773

（単位：円）

収
入
の
部

項　　目 決 算 額 摘　　　　　要
繰 入 金 30,000 住自協より

補 助 金 184,200 長野市介護予防生きいき通
いの場事業補助金

会 費 430,800 ＠600円×718人
雑 収 入 0 貯金利息等
繰 越 金 0 初年度につき
合 計 645,000

（単位：円）

収
入
の
部

項　　目 決 算 額 摘　　　　　要
補 助 金 490,000 ながのまちづくり活動支援補助金
負 担 金 210,000 住自協負担金
繰 越 金 178 前年度より繰越金
雑 収 入 1 貯金利息
合 計 700,179

（単位：円）
収
入
の
部

項　　目 決 算 額 摘　　　　　要
繰 越 金 100 前年度より繰越金
合 計 100



●役　員
役　　職 氏　　名 所属団体・役職
会　　　長 宮　澤　保　弘 区長会　会長

副　会　長
山　本　浩　一 区長会　副会長
北　澤　初　美 健康福祉推進員会　会長
神　田　政　道 地域公民館連絡委員会　委員長

会　　　計 林　　　忠　芳 区長会　会計

監　　　事 早　川　　　幸 老人クラブ連合会　会長
吉　原　　　正 七二会農家民泊の会会長

区　　　長 全　　区　　長

部
会
長

総務安全防災部会 山　本　浩　一 区長会　副会長
健康福祉部会 青　木　美智子 地域福祉推進委員会　委員長
地域振興環境部会 石　坂　和　夫 地域活性化委員会　会長
教育文化部会 宮　澤　俊　弘 スポーツ推進委員会　会長

●顧問　相談役
役　　職 氏　　名 所属団体等

顧　　　問 山　本　晴　信 市議会議員
小　林　紀美子 前市議会議員

相　談　役 小　池　正　人 Ｈ29住自協会長
北　島　秀　一 Ｈ30住自協会長

●評議委員
氏　　名 所属団体・役職

宮 澤 保 弘 瀬　脇　区長
石 坂 修 一 坪　根　区長
青 木 和 栄 倉　並　区長
早 川 敏 衛 五十平　区長
和 田 幸 春 古　間　区長
吉 澤 敏 明 平　出　区長
石 坂 政 善 上橋詰　区長
林　　 忠 芳 岩　草　区長
溝 口 健 一 大安寺　区長
山 本 浩 一 笹　平　区長
林　　 忠 芳 交通安全協会七二会支部　支部長
山 田 キ フ 白バラ会　会長
宮 澤 正 和 消防団七二会分団　分団長
山 本 浩 一 自主防災組織連絡協議会　会長
宮 澤 保 弘 防犯協会　会長
石 坂 良 子 日赤奉仕団七二会分団　委員長
青　木　美智子 地域福祉推進委員会　委員長
北 澤 初 美 健康福祉推進員会　会長
早 川　　 幸 老人クラブ連合会　会長
春 日 正 三 身体障害者福祉協会　会長
石 坂 和 夫 地域活性化委員会　会長
宮 澤 保 弘 陣場平山トレッキング委員会　委員長
吉 原　　 正 七二会農家民泊の会　会長
青　木　美智子 七二会花いっぱいの会　会長
酒 井 修 式 有害鳥獣対策委員会　会長
下 条　　 至 特別植林組合　管理者
山 本 浩 一 商工会七二会支部　支部長
吉 原　　 正 農家組合　組合長会長
竹 村 富 雄 ＪＡながの西部支所　支所長
神 田 政 道 地域公民館連絡委員会　委員長
北 島 和 彦 人権教育促進委員会　委員長
渡 邊 留 美 青少年健全育成委員会　委員長
倉 田　　 健 郷土歴史資料館管理運営委員会　委員長
小 池　　 保 小・中学校ＰＴA　会長
北 島 和 彦 文化芸術団体連絡委員会　委員長
宮 澤 俊 弘 スポーツ推進委員会　会長
下 条　　 至 七二会森林整備クラブ　代表
石 坂　　 栄 保護司
北 島 和 彦 男女共同参画推進員
早 川 洋 子 男女共同参画推進員
小 池 正 人 人権擁護委員
北 島 和 彦 人権教育指導員
神 田 政 道 人権教育指導員
石　坂　栄四郎 警察ボランティア

令和元年度　七二会地区住民自治協議会　　役員　評議委員

　なんだ！来賓の面々のほうが実行委員より若い
じゃないか
　久々に公民館文化芸能祭に実行委員参加した感

想。住自協設立から10年余、今年の総会には小中学校校
長先生に来てもらった。
　小学新一年生は６人だと。時が変わった変えた七二
会、身の丈に合った取り組みとは、新入りが唸っても埒
が明かない。
　多くの声を聞かせてください。

編集
後記

　　　事務局長　臼井　政師
　人には帰る場所が必要だ、帰るべき故郷、待っている
家族。たとえ故郷をすてて出てきても、故郷はその人を
すてはしない。最後には帰る場所がある。だから人は生
きていけるのだろう。人の心の奥にいつもあるもの、そ
れがふるさとだ。
　タクシードライバー渡瀬恒彦の好きなセリフだ。
　七二会もこうであって当たり前と思っていた四十余年前。
　4月から事務局でお世話になっています。七二会を想
う地域の人々の住自協であるよう微力を尽くします。

　　　地域活性化推進員　水口　敏広
　この度、縁あってお世話になることになりました。
　七二会は生まれ故郷であり、中学校まで勉学に励んだ
（？）場所です。
　けれど、この地で働いたことがないので、わからない
ことが多いのが実情です。
　少しでも早くお役に立てるよう汗を流してまいります。
　もとより未熟者ですので、ご指導・ご鞭撻をよろしく
お願いいたします。

事務局の
体制が変わりました


